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三
十
七
回
目の
今
年
も
雨の
桜
桃
忌
。
 
同

馴
 
『

航
、
」、
 
島

・
 

《
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一
 
太
宰
治
が

生
き
た三
十
九
年
と
ほ
ぽ
 岡

馴
 

、
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同
じ

回
数
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ね
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桜
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く新生活運動の推進から 5年）  

定着しだ結繊鶴の隷一 
kー‘~＝ 

	I'll川川川冊 金木だより ② 

時
の
流
れ
と
と
も
に
結
婚
披

露
宴
等
の
豪
華
さ
は
、
テ
レ
ビ

タ
レ
ン
ト
の
例
か
ら
し
て
も
一

層
華
か
さ
を
増
し
、
演
出
に
も

様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
見

る
人
を
魅
了
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

「
一
生
の
思
い
畠
だ
か
ら
」
 

と
は
、
誰
れ
し
も
同
じ
で
、
果

し
て
豪
華
に
開
催
す
る
こ
と
が

思
い
出
と
し
て
評
価
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
．
人
ひ
 

と
り
の
自
覚
が
、
新
生
活
運
動

の
実
践
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
 

豪
華
さ
は
そ
の
ま
ま
経
費
に

は
ね
返
り
、
主
催
者
と
出
席
者

の
負
担
も
多
く
な
り
ま
す
。
 

新
生
活
運
動
の
推
進
か
ら
早

五
年
、
歳
月
の
経
過
と
と
も
に

結
婚
披
露
宴
は
“
会
費
制
が
常

識
《
の
時
が
そ
ろ
そ
ろ
到
来
し

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
 

「ミエ・ムリ・ムダを省き 

冠婚葬祭等の簡素化を」ー。 

町が新生活運動を推進して今

年で5年目。その実態は結婚式

で88％とほぼ定着していますが、 

葬祭は？ 

ミ
エ
・
ム
リ
・
ム
ダ
を
省
き
 

合

鯉
的
で
簡

素
 

会費制で行われている結婚式 

昨
年
四
月
か
ら
今
年
．・

．月
ま

で
の
一
年
間
で
公
民
館
を
利
用

し
た
結
婚
式
は
四
十
二
組
。
そ

の
う
ち
公
民
館
が
推
進
す
る
会

費
制
が
二
十
七
組
と
、
実
に
八

十
八
％
が
新
生
活
運
動
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
 

公
民
館
方
式
に
よ
る
結
婚
披

露
宴
は
、
会
費
制
で
七
千
円
以

内
と
し
、
時
間
は
三
時
問
程
度

新
婦
の
お
色
直
し
は
三
回
以
内

に
と
ど
め
る
な
ど
ミ
エ
・
ム
ダ

・

ム
リ
を
省
き
合
理
的
で
簡
素
。
 

し
か
し
、
 
簡
素
だ
け
に
主
点

を
畿
く
と
当
然
披
露
宴
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
コ
ー
人の
新
し
い

門
山
を
祝
福
す
る
」
本
来
の

H
 

的
に
添
っ
た
披
露
宴
は
、
お
膳

の
豪
華
さ
で
も
な
け
れ
ば
、
引
 

臼容町助臼図⑨しおり 
その他 葬 	祭 結 婚 式

  

・

陵
別
は
や
め
る
 

・

お
返
し
は
礼
状
に
と
ど
め
る
 

・

お
祝
い
、
お
見
舞
は
一
一
、0
00
I
l
l
 

 

え
る
。
 
 

・

法
要
の
っ
っ
み
は
七
、
0
0
0円
 

・

通
夜
の
酒
、
ジ
ュ
ー
ス
等
は

一
人
一
品
 

・

香
典
返
し
は
や
め
、
お
礼
は
礼
状
を
も
っ
て
代
 

・

一般香典は

一、

00

〇円以

内 

・

お
色
直
し
は
三
回
 

・

時
間
は
三
時
間
程
度
 

金
で
五
十
万
円
以
内
 

・

披
露
宴
の
祝
儀
は
七
、
〇
〇
〇
円
 

・

結
婚
準
備
は
必
要
な
物
に
と
ど
め
、
結
納
は
現
 

出
物
で
も
な
い
、
い
つ
ま
で
も

心
に
残
る
心
の
か
よ
っ
た
演
出
 

】
方
、
葬
祭
の
方
は
、
簡
素

化
に
向
け
て
最
近
町
内
単
位
で

取
り
組
む
地
域
が
山
始
め
、
神

明
町
、
三
軒
町
、
後
町
、
下
町

な
ど
新
生
活
運
動
を
実
行
し
始

め
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
昨
年
公
民
館
を
利

用
し
た
六
件
の
葬
祭
す
べ
て
が
 

「亡
く
な
っ
た
方
に
対
す
る
最

後
の
本
公
だ
か
ら
」
、
「
よ
そ

か
ら
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
返
さ

ね
ば
」
な
ど
の
理
山
で
、
習
慣

に
と
ら
わ
れ
た
も
の
に
な
っ
て

お
り
、
ま
だ
ま
だ
新
生
活
連
動
 
 に

あ
る
こ
と
は
誰
も
が
知
る
と

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
 

に
，
」う
簡
素
化
は
定
着
し
て
い

な
い
実
情
に
あ
り
ま
す
。
 

①

一
般
香
典
は
千
円
。
 

②
法
要
の
包
み
は
七
千
円
。
 

③
通
夜
の
酒
等
は

一
人
一
品
。
 

④
香
典
返
し
は
や
め
、
礼
状
を

も
っ
て
代
え
る
。
 

公
民
館
で
は
、
新
生
活
運
動

を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
色
々

な
協
力
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
 

冠
婚
沸
等
の
簡
素
化
は
、
 一

家
の
主
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

使
い
で
実
行
で
き
る
簡
単
な
決

断
に
あ
り
ま
す
。
 

(
 

(
 



太
陽
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
び
ま
わ
れ
る
夏
は
、“チ
ビ
ッ
コ

た
ち
ー
に
と
っ
て
最
も
楽
し
い
季
節
。
 

海
・
山

・
川
に
元
気
な
は
し
ゃ
ぎ
声
が
響
き
ま
す
が
、
こ
の

時
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
故
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
 

と
り
わ
け
、
水
に
よ
る
事
故
で
、
い
た
い
け
な
“い
の
ち
《
が

失
わ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
ふ
れ
る
と
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。
 

昭
和
六
＋
年
中
の
全
水
死
者
の
約
三
割
が
中
学
生
以
下
の
子

供
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
夏
休
み
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
 

長
日

町
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③ 金木だより n冊川川 

一
▽
7
月
6
日
同
 
は
れ
 

一
 
昨
目
の
保
健
協
力
員
の
研
修

一
に
同
行
し
て
夜
遅
く
帰
宅
せ
い
 

ー
か
多
少
疲
れ
ぎ
み
。
朝
食
後
8
 

一
時
3
0分

ー
喜
良
市
小
学
校
グ
ラ
 

、
ン
ド
へ
直
行
「
金
木
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
」
 
の開
会
式

に
出
席
。
始
球
式
を
し
た
後
第

一
試
合
を
観戦
す
る
も
熱
戦
に

尽
き
る
。
9
時
3
0分
I
喜
良
市

小
学
校
で
衆
議
院
・
参
議
院
の

国
政
を
担
当
す
る
選
良
に
】
票

を
投
票
す
る
。
1
0時
ー
公
園
内

相
撲
場
建
設
現
場
、
旧
金
中
の

状
況
を
視
察
し
、
B
&
G
プ

ー
 

rー
ー
ー
 
 

ル
の
利
用
状
況
を
見
る
（
内
部

は
、
や
は
り
L
屋
が
あ
る
た
め

ム
ッ
と
暑
さ
を
感
じ
外
と
で
は

気
温
が
四

、
五
度
違
う
よ
う
だ
。
 

子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
楽
 

し
そ
う
に
泳
ぎ
回
り
利
用
状
況

も
良
い
よ
う
だ
。）
1
1時
3
0分
I
 

自
宅
へ
帰
り
昼
食
。
 

午
後
1
時
廿
育
苗
組
合
総
会
 
 

水
泳
中
が

一
番
危
い
 

子
供
の
水
の
事
故
を
統
計
か

ら
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
 

①
場
所
別
で
は
河
川
（
百
一
人）
 

が
最
も
多
く
、
つ
い
で
海
（
八

十
六
人
）
、用
水
堰
（四
十
二
人
）
 

湖
・
沼
・
池
（
四
十
人
）
そ
し

て
プ
ー
ル
（
二
十
三
人
）
の
順

で
す
。
 

②
ど
ん
な
と
き
に
命
を
落
と
し

て
い
る
か
と
い
う
と
、
水
泳
中
 

（百
二
十
二
人
）
が
一
番
多く

次
い
で
水
遊
び
中
（
八十
七
人
）
 

魚
釣
り
（一
一十
五
人
）
、通
行
中
 

ー
ー
ー

ー
ー

J
 

木
造
砂
丘
試
験
場
に
て
研
修
後

懇
親
会
。
3
時

廿
帰
宅
。
同
日

選
挙
の
投
票
率
な
ど
気
に
し
な

、
 

が
ら
テ
レ
ビ
を
見
る
。（明
日
に

は
開
票
と
な
り
新
議
員
が
決
定

す
る
が
保
革
の
割
合
は
ど
う
な

る
か
気
が
か
り
で
あ
る
。）
5
時
 

‘
猟
友
会
金
木
支
部
の
射
撃
大

会
表
彰
式
及
び
反
省
会
出
席
の

た
め
支
部
長
宅
へ
。
県
代
表
で

広
島
の
全
国
大
会
に
川
場
す
る

優
秀
者
が
出
る
な
ど
た
の
も
し

い
。
会
員
の
狩
猟
の
話
に
聞
き
一

入
り
時
問
を
忘
れ
て
熱
中
す
る
。一
 

8
時
廿
帰
宅
。
そ
の
ま
ま
就
寝
。
 
 （

十
六
人）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

保
護
者
が
同
行
せ
ず
に
子
供

だ
け
で
行
っ
た
場
合
に
起
き
た

悲
劇
が
全
体
の
約
七
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
 

水
の
恐
し
さ
を
お
し
え
る
 

三
歳
、
五
歳
前
後
の
幼
児
は
、
 

“水
が
命
を
奪
う
危
険
な
も
の
〉
 

で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
 

水
し
ぷ
き
を
見
れ
ば
、
本
能

的
に
遊
び
心
が
わ
い
て
き
て
、
 

ョ
チ
ョ
チ
近
づ
い
て
き
ま
す
。
 

ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
ス
キ

に
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
事

態
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
 

O
近
く
に
用
水
堰
ゃ
た
め
池
な

ど
の
危
険
個
所
が
な
い
か
。
 

O
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水

遊
び
に
行
か
な
い
よ
う
に
、
ふ

だ
ん
か
ら
言
い
聞
か
せ
る
。
 

O
出
か
け
る
と
き
必
ず
大
人

が
同
行
す
る
。
 

O
雨
降
り
の
後
は
川
や
用
水
が

増
水
し
ま
す
。
近
づ
か
な
い
よ

う
に
特
に
注
意
す
る
。
 

O
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る

子
供
を
見
か
け
た
ら
我
が
子
で

な
く
と
も
注
意
を
呼
び
か
け
る
。
 

夏
休
み
が
楽
し
い
思
い
出
の

日
記
帳
と
な
る
よ
う
に
ぜ
ひ
“水

の
恐
し
さ
《
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
 

つ
 

お 
よ 父 

一、声ー一 	か さ 
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川倉小学校六年生を 秀
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挙
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平
和
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わ
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を
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一

二
ノJ
 

柳
 
美
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生
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ほ
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正
し
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一
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み
ん
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願
い
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・
一
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五
 
健
 

聞
い
て
 
私
達
の

声
を

く
だ
さ
い
。
 

 

~ T ~ 
■ 一 	， 	し lirj 
、一、・ノ 	正 し、 
'～こ 	し 人 
"’ 	し、と 

川倉ノト学校五4“業 

泉谷 有香 

~ 	お 
- x 
~， 長 さ 
嘱了hで， 	く ん 
~ 良考 
~ い ス一 

ー~’、 人 

川倉小学校ノ、年君：を 

秋元 百合子 

内えi 
、 	、 	’ 	良 な 
t 、，イ 

一 	町 願 

川倉ノト学姦年生をう

泉 谷 薫 

金
 
木
 
町
 

明
る
い

選
挙
推

進
協
議
会
 

選

挙
管

理

委
員

会
 



昭
和
五
十
八
年
に
弘
前
地
区

で
確
認
さ
れ
た
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ

ム
シ
は
、
町
内
で
も
昭
和
五
十

九
年
に
人
っ
て
か
ら
嘉
瀬
地
区

の
一
部
で
発
生
し
、
四
年
目
の

今
年
も
新
害
虫
と
し
て
の
被
害

が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
 

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
侵
入
害
虫
で
、
 

水
田
で
繁
殖
し
た
新
成
虫
が
畦

畔
や
雑
木
林
で
越
冬
し
、
田
植
 

川I川川川川~金木だより ④ 

え
と
同
時
に
苗
に
飛
来
し
て
寄

生
。

一
株
に
一
匹
の
制
合
で
寄

生
す
る
と
十
ア
ー
ル
当
り
四
十

八
キ
ロ
の
減
収
に
な
る
と
さ
れ

る
新
害
虫
で
す
。
 

被
害
状
況
も
年
々
拡
大
の
一

途
を
た
ど
り
、
昭
和
五
十
八
年

は
津
軽
地
区
を
巾
心
に
五
千
六

十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
 昭
和
五
十

九
年
が
六
千
九
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
 

昨
年
が

一
万
一
千
五
百
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
と
勢
力
を
延
ば
し
続
け
、
 

今
年
六
月
五
H
、
県
農
林
部
、
 

津
軽
地
域
病
害
虫
防
除
所
、
金

木
地
区
農
業
改
良
普
及
所
な
ど

一
体
と
な
っ
て
町
内
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
中
柏
木
地
区
な
ど

二
十
四
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
発
 

プ

」・
‘【
・
‘
 

・
・、
J

ら
“
!”
仁
 

金
木
町
の
場
合
中
柏
木
地
区

を
除
く
と
咋
年
発
生
し
た
水
川

で
今
年
確
認
さ
れ
な
い
個
所
が

あ
る
な
ど
、
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
 

・

ン
は
同
じ
水
川
に
定
ま
っ
て
生

息
し
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

今
頃
の
時
期
に
な
る
と
根
も

食
い
荒
し
た
幼
虫
が
新
成
虫
と

な
る
巾
間
点
で
、
今
月
ド
旬
か

ら
八
刀
L
旬
に
か
け
て
上
巾
か

ら
地
上
に
現
わ
れ
て
き
ま
す
。
 

新
成
虫
は
、
H
巾
イ
ネ
の
株

元
に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
タ
 
 

一
 

一
 

一
 

欧
 

。
 

議
終

難

」
。
四
十
）
夏
バテ
予
防
ー
なカ
なカ
好
 

五
二
二
ヘ
ク
ター
ル
町
内
水
田
の
加
評
な
料
理
の
，
品
“
イ
カ
の
洋
 

」選
』m
m灘
家
プ
料
 「H
 

「
よ一
凌
で
一
 
・
・P

一
‘
メ

ぐ
に
a
g
ー
・
 
”

l
司
 

方
に
な
る
と
葉
先
に
は
い
昇
り
雪
七
ロ
リ
…
 
大

3
本

越
冬
場
所
へ
飛
び
立
っ
て
移
動
凧
生
し
ょ
う
が
 

五
ト
グ
ラ
ム

し
ま
す
‘
 

べ
か
ん
ぴ
ょ
・つ
 
少

々
 

こ
れ
か
ら
の
防
除
力
法
と
し
町
酢
 

三
カ
ッ
プ

ー
 

て
は
、
新
成
虫
が
地
十
に
現
わ
画
砂
糖
 
カ
ッ

プ
 

れ
た
頃
、
ニ
カ
イ
メ
ガ
な
ど
の
ぐ
塩
 
小

さ
じ
一
 

山
。止
防
除
と

一
緒
に
薬
剤
徹
布
」
・
 
▽
作
り方
 

す
る
と
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
o
画
①
ィ
カ
は
き
れ
い
に
皮
を
む
き
、
 

一
匹
の
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
、
ンq

足
は

い
ぼ
を
取
り
ゆ
で
、
 
一
 

か
五
十
、
百
個
の
卵
を
産
み
ど

一
本

一
本
切
り
離
し
て
1

セ
ン
 

ん
ど
ん
繁
殖
。
今
年
は
、
県
ド
而
チ
位
に
切
り
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
 

全
域
に
ほ
ぼ
拡
大
し
ま
し
た
0

晒
は
芯
を
取
り
さ
っ
と
ゆ
で
て
、
 

一
人
参
も
5

ミ
リ
位
の
せ
ん
切
り
 
 に

し
て
ゆ
で
ま
す
。
玉
ね
ぎ
は

薄
く
輪
切
り
に
し
、
セ
ロ
リ
は

す
じ
を
取
り
5
ミ
リ
角
に
切
っ

て
、
冷
水
に
さ
ら
し
て
お
き
ま

す
。
セ
ロ
リ
の
業
は
2
セ
ン
チ

位
に
切
り
ま
す
。
（
も
り
つ
け
に

イ
カ
の
上
に
さ
ら
す
。
）
②ィ
カ

の
入
口
を
広
め
て
●
と
せ
ん
切

り
に
し
た
生
し
ょ
う
が
を
キ
ャ

ベ
ツ
で
包
み
、
3

ケ
所
を
か
ん

ぴ
ょ
う
で
縛
っ
て
つ
め
ま
す
。
 

③
バ
ッ
ト
に
●
を
並
べ
て
、
残

っ
た
野
菜
、
イ
カ
の
足
、
セ
ロ

リ
の
葉
を
イ
カ
の
上
に
ち
ら
し
、
 

煮
て
さ
ま
し
て
お
い
た
す
し
酢

を
注
ぎ
、
フ
タ
に
重
石
を
の
せ

冷
蔵
庫
に
2

日
間
位
入
れ
て
山

来
上
が
り
で
す
。
 

▽
コ
ツ
と
応
用
 

す
し
酢
は
、
よ
く
さ
ま
し
て

か
ら
注
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

イネミズゾウムシの発生面積 

区 	分 加年6月28日 61年 6月2511 

リI 	拍 木 23.01w 39.31w 

嘉瀬・金木 a3加 01w 

喜 	良 	III. 0.61w 0 加 

川介・蒔II' 
3.9加 6.Oha 

沢部・神原 

計 27.81w 45.3ha 

県 全 体 11.513.71w 21.851.31w 

5

ハ
イ
 

方
越
冬
士

・
 

・

二
倍
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
噌
キ
ャ
ベ
ッ
 

中
1
個
 

酪
「
奮
「
二J
 

、
 一
啄
人
参
 

中
1
本
 

r入
 

ク 
ツ 

キ 
、  
ーノ 

グ 

“イ力の 	④ 
洋風ずし” 

昭和町 

加藤 礼子さん 
(T[152 -2477) 



“で叱二 

、二 

く～ 

W
 

男
．
臨
r
・
与
 

も
、
、魂
Y

・声

路
騒
 

、
 

生
ま
れ
た
 

“さ
る
”
の
赤
ち
ゃん
 

“し
か
リ
の
赤
ち
ゃん

と
も
に
オ
ス
 

園 戸国児園囲IJ 

⑤ 金木だより 川皿川mlII 	 

コ
ン
ニ
チ
ワ
グ
私
の
名
前
は

イ
バ
ン

・
ホ
イ
で
す
。
七
刀
十

五
u
か
ら
金
木
町
で
お
吐
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
人
に
は
め
ず
ら
し

い
名
前
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
す
が
 

国
籍
は
ド
イ
ッ
。
米
国
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
ク
レ
ア
モ
ン
ト
市

か
ら
今
回
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
を
通
じ
て
H
米
の
青
少
年

交
換
学
生
と
し
て
来
町
し
ま
し
た
。
 

八
月
二
日
ま
で
滞
在
す
る
予
 

アメリ力 

力ルフォルニア J」」 

YvonneB. Houy 

奪”’看叫口電’心‘電α雷‘ 嘱
 

儒
 

「
あ
い

さ
つ

運
動

」
 
廿金
木
町教
育
委
員
会
 

O
朝
お
き
た
ら
家
族
で
 

〇
道
で
出
あ
っ

た
人
に
も

〇
学
校
で
、
職
場
で
 

vv～ー～~～…Jvvvvvv、 

“お
は
よ
う
ク
 

“お
は
よ
う
〉
 

“お
は
よ
う
刀
 

健
脚
を
披
露
し
た

」
占・
‘い
いマ
 

f

第
三
回
町
民
健
康
マ
ラ
z
ジ
犬
会
J
 

―般男子 6 キ口のスター 

の
原
田
博
嗣
（
五
所
商
）
廿
‘f
 

生
玉
充
（
金
木
）
⑤
毛
内
教
夫

ト
 
．

分
十
九
秒
②
沢
川
孝
誠

（
金
 
（
金
木高
）
⑥
小
山内
道
也

（嘉
 

健
康
づ
く
り
と
体
力
向
上
を

目
的
に
さ
る
六
月
二
十
九
H
、
 

第
三
回
金
木
町
民
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
金
木
高
校
陸
上
競
技

場
で
開
か
れ
ま
し
た
c
 

こ
の
大
会
は
町
体
育
協
会
と

教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
十
月

に
行
わ
れ
る
む
つ
湾
一
周
駅
伝

大
会
の
金
木
町
選
考
会
を
兼
ね

て
、
三
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
家
族
総

畠
の
応
援
も
目
立
ち
約
百
人
が

集
り
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
小
学
生
ニ
キ
ロ
、
 

中
学
生
四
キ
ロ
、
女
子
三
キ
ロ

と
、
高
校
生
を
含
め
た
一
般
男

子
六
キ
ロ
で
競
わ
れ
、
盛
ん
に

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

な
か
で
も
一
般
に
出
場
し
た
L
 

藤
勇
蔵
さ
ん
印
と
須
崎
寅
雄
さ

ん
⑩
は
1
7者
に
混
じ
っ
て
見
事

完
走
。
年
令
を
感
じ
さ
せ
な
い

好
タ
イ
ム
で
健
脚
ぷ
り
を
披
露

し
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
小
学
生
ニ
キ
口
 

①
角
田
剛
L
  （
金小
）
廿
八
分
 

七
秒
②
白
川
理
映
，十

（川
小
）
 

③
近
村
伸
悟
（
金
小
｝
 

▽
中
学
生
四
キ
口
 

①
斉
藤
潤
一
 
（南
中
）
ー
十
．.
.
 

分
ト
五
秒
②
其
田
啓
吾
（金
巾
）
 
 ③

木
ド
慎
．
 
（
金巾
）
 

▽
女
子
三
キ
口
 

①
山
巾
真
理
子
（
南
巾
）
ー
十
 

．分
十
三
秒
②
問
山
澄
子

（
金

中
）
③
近
村
由
紀
f

（
金中
）
 

▽
「
般
男
子
六
キ
口
 

木
高
）
③
秋
元
健
二
（
同
）
④
 
瀬

）
。
 

●

．
り
ー
 
らパ
白
パ
争
ド
争
ド
争
ド
き
ド
自ト
b
パ
白
‘
．
《
．
“
《
．
四
白
h白
ド
争
ド
らド
ム
ド
』
パ
争
‘
き
“
き
ド
．
●
白
”
h
"
kA
ム
、‘
向A
白
パ
白
パ
白
パ
白‘
争
ド
白
ド
き
●
“
‘
争
お
白ド
．
ト
ム‘
．
ド
白り
“《
‘
叫
白
‘
一
 白
パ
自一
白
‘
●
《
●
‘
白《
白叫
ム
ー
白
‘
h
‘
白
J
 

定
で
す
が
、
金
木
は
と
っ
て
も

良
い
所
。
H
本
の
方
は
親
し
み

ゃ
す
く
て
安
心
し
て
い
ま
す
。
 

H
本
の
文
化
を
知
り
、
友
達

と
思
い
山
を
い
っ
ぱ
い
に
作
っ

て
帰
国
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ド
ウ
ゾ
ョ
ロ
シ
ク
。
 

O
…
イ
バ
ン
サ
ン
は
十
L
才
で

今
春
高
校
を
卒
業
し
、
九
月
か

り
大
学
へ
進
7
予
定
。
地
ル
ク
 

」
 

／
 
【
 ・
ーー
 ノ
 
、
 
ー
・一・
＜
、ノ
 ‘、
 
ソ
 
●
】
 

ぶ
 

）ン
を
携
‘ス
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
 
叫
 

っ
て
来
ま
し
た
。
 

（
 

町
内
で
見
か
け
た
ら
気
軽
に
『
 

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
 

一
 

芦
野
児
童
動
物
園
の
人
気
モ

ノ
と
し
て
知
ら
れ
る
“
さ
る
ー
 

と
“
し
か
《
に
そ
れ
ぞ
れ

一
匹

ず
つ
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、
訪

れ
る
子
供
た
ち
に
愛
き
ょ
う
を

振
り
舞
い
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
、
猿
の
赤
ち
ゃ
ん

は
互
月
十
．
H
に
生
ま
れ
た
オ

ス
で
去
年
三
刀
に
続
い
て
，
．匹
 

H
 
H
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
さ
せ
 
 

一
匹
で
遊
ぶ
光
景
も
見
ら
れ
る

な
ど
あ
ど
け
な
い
様
子
に
訪
れ

る
子
供
た
ち
は
、「
か
わ
い
い
」
 

を
連
発
し
て
い
ま
し
た
。
 

．
昨
年
、
下
北
郡
脇
野
沢
村

の
野
猿
公
園
か
ら
も
ら
い
受
け

た
八
匹
の
北
限
の
猿
も
今
で
は

十
匹
に
増
え
、
“お
り
”
が
狭
く

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
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世帯数 3.910世帯 ― 7 

6 月3011現在 前年同月比 

り」 6.732人 - 112 
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琴
夏
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武
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H
材
 

菊
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郎
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"i 

瀬村 

葛，三
西 上 

成
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・・” 'III“川川川川金木だより ⑥ 

塩
は
、
食
生
活
に
お
い

て
大

変
貴
重
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

て
来
た
。

一
般
に
、
文
明
人
の

血
圧
は
、
加
齢
と
と
も
に
L
昇

し
、
高
血
圧
の
発
症
も
そ
れ
に

つ
れ
て
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
 

し
か
し
、
南
ア

フ
リ
カ
原
住

民
の
血
圧
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
 」

 て
検
討
し
、

ア
メ
リ
力
国
民
の

食
事
改
善
H
標
と
し

て
、
 ・
H
 

約
五
グ
ラ
ム
に
減
ら
す
よ
う
勧

告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
！
」
 

と
か
ら
最
近
、
乳
児
期
の
ミ

ル

ク
に
含
ま
れ
る
食
塩
”!m
を
減
ら

す
こ
と
で
、
乳
児

の
血
圧
が
低

ド
す
る
と
の
発
表
が
な
さ
れ
、
 

乳
児
期
よ
り
食
塩
摂
取
”
・
m
を
減

ら
し
高
血
圧
の
発
症
を
防
ぐ
こ

と
が
将
来
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

の
予
防
対
策
に
な
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
 

実
際
我
々
も
食
塩
と
高
血
圧

に
関
し
て
調
査
し
て
い
る
が
、
 

一
般
外
来
患
者
さ
ん
の
多
く
は
、
 ・

H
食
塩
摂
取
量
約
．

.．
・グ
ラ

ム
前
後
で
あ
り
、
欧
米
に
比
較

す
る
と
、
脳
川
血

に
よ
る
死
亡

が
多

い
こ
と
と
関
連
し

て
い
る
・

と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
我

々
も

一
H
L
グ
ラ
ム
以
ド

の
食
塩
摂

取
を
患
者
さ
ん
に
勧
め

て
い
る

の
で
あ
る
。
 

戸
籍
の
窓
 

六
月
届
出
 

麟
 

お

め
で

と
う
 

佐
々
木
な
つ
見
（
康
導
）
金
 禾

佐
藤
 
香

織
 

譲
 
蒔
 

川
 

前
田
 
歩
奈
 
勝
也
 

松 卓
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達
弘
 

智
亮
 

雄
悦
 

祐
司
 
喜

良
市

政
秋
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良
市
 

（
太
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嘉
 
瀬
 
 

洋
希
（
英
晴
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神
 
原

美
香
（
仲
功
）
川
 
倉
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
コ
．ー

 
非
．
．
「
）打

一
互
】町
』“
 

「
福
井
 
裕
子

（健
志
）
喜
良
市
 

（
制
議
麟
嘘
琳
 

、
田
沢
 
修
一
 （義
明
）
束
京
都
 

「
山
中
 
巻
，十

（
武造
）
嘉
 
瀬
 

、
長
谷
川
正
信
（
正
美
）
金
 
木
 

「
増
田
 
月
f

(
 
.
 
）
五
所
市
 

、
今
 

春
雄
（
喜代
司
一
金
 木
 

「
寺
山
 
貴
子
（
秀次
郎
）
鶴
川
町
 

、
岡
川
 
満
明
（
竹
雄
）
喜
良
市
 

「
棟
方
 
康
！十
（清
一
郎
）
金
 
木
 

へ
中
野
 
隆
雄
（
良
・
）
 

「
工
藤
富
士
子

（忠
信
）
 

、
米
谷
 
順
逸
（

哲
）
喜

良
市
 

《
k

・じ
“
t
・
！
巨
 
、

工
」
％

・i
ー
 
コ1”
一r!
 

（
織
響
一雄
淋
請
 

、
成
川
 
清
隆
（
喜代
治
｝
中
里町
 

「
原
田
英
己
f

（
徳
．.．」
中
柏
木
 

、
塚
本
 
信
．
 （
勝
夫
 中
里
町
 

〈
角
田
 
良
恵
（
良
．
」
金
 
木
 
 

、
山
内
 
康
裕

（
兼雄
）
五
所
市
 

〈
成
田
 
節
子

（
富
雄
）
中柏
木
 

（
鵬転
母
瓢
為
樋
 

、
松
川
 
幸
喜

（
勇
）
嘉
 

瀬
 

〈
宇
津
由
紀
恵
（
正
雄
）
東
京
都
 

、
赤
町
 
郁
司
（
孝
二
）
神
奈
川
 

「
津
田
る
り
f

（信
吾
）
嘉
 
瀬
 

、
磯
野
 
修
．
 （繁
義
）
金
 
木
 

「
小
山
内
と
も
子
（
正衛
）稲
垣
村
 

、
工
藤
 

智
（
岩
光
）
圧
所
市

に
I
 
知
幸
（
参
一
）
喜
良
市
 

、
小
松
 
孝
（
久

倶
）
嘉
 
瀬
 

「
小
笠
原
容
，十

（次
郎
）
鶴
田
町
 

お
 
く
 
や
 
み
 

喜
良
市

喜
良
市
 

荒
関
 
帰
太
郎
 

松
川
 
ハ
ル

エ
 

神
島
 

イ
ミ
 

わ
が
国
で
は
、
全
国
平
均
‘
 

H
当
た
り
食
塩
摂
取
量
は
、
 

．
 

.．
・
，
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
東
北

地
方
や
北
関
東
で
は
食
塩
摂
取

量
が

一
五
グ
ラ
ム
を
こ
え
、
こ

れ
が
高
血
圧
や
脳
出
血
を
多
く

し
て
い
る
原
因
と
思
わ
れ
る
。
 

昭
和
圧
十
四
年
に
な
っ
て
、
は

じ
め
て
厚
生
省
は
食
塩
の
適
正

摂
取
量
と
し
て
一
〇
グ
ラ
ム
以

下
に
す
る
よ
う
示
し
た
。
 

し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
で
は
こ

れ
よ
り
二
年
前
す
で
に
、

そ
れ

ま
で
の
食
塩
と
高
血
圧
に
関
し
 

上
昇
す
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
 

れ
ら
未
開
拓
地
の
人
々
で
は
H
 

ろ
低
ド
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 常
の
食
生
活
に
食
塩
を
用
い
な

こ
の
よ
う
に

一
生
涯
低
く
、
加
 
い
た

め
、
食
塩
摂
取
量
が
極
め

齢
に
よ
っ
て
血
圧
が
L
昇
し
な
 

て
少
な
く
、
高
血
圧
の
発
症
が

い
人
々
が
、
世
界
の
い
く
つ
か
 

非
常
に
低
い
こ
と
の
原
因
で
あ

の
未
開
拓
地
に
存
在
す
る
。
一）
 
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

豊
東
既
遍
芳
に
多
い
喰
塩
摂
取
量
一
 

金木病院カルテ⑩ 

減塩のすすめ 
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良 
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其 前
田「日 
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体 Ik3,425グラム 

5 月1411生まれ 

（嘉 瀬） 

藤本京・さんの長女 

 


